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「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
、
も
と

の
水
に
あ
ら
ず
」
─ 

こ
れ
は
、
日
本
三
大
随
筆
の
一つ

に
数
え
ら
れ
る
名
作
、
方
丈
記
の
冒
頭
で
す
。
こ
の

有
名
な
一
節
に
謳
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
水
は
、
時
は
、

着
実
に
流
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

そ
ん
な
流
れ
に
従
い
、
京
都
の
ま
ち
、
そ
し
て
姉

小
路
界
隈
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
変
化
を

必
ず
し
も
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
と
調
和
し

た
変
化
を
許
容
し
て
い
く
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
声

を
取
り
纏
め
、
事
業
者
や
行
政
と
話
し
合
い
を
重
ね

る
。
と
て
も
大
変
で
、
手
間
の
か
か
る
こ
と
で
す
。
そ

ん
な
姉
小
路
界
隈
の
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
の
一つ
一つ

を
記
録
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
の
報
告
書
が
、
節
目

と
な
る
四
十
号
を
発
刊
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
市
古
和
弘
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
の
皆
様
の
四
半

世
紀
に
及
ぶ
貴
い
御
活
動
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。

新
た
な
困
難
の
日
々
に
あ
っ
て
も

方
丈
記
の
作
者
、
鴨
長
明
が
生
き
た
平
安
時
代
末

期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
は
、
大
火
、
飢
饉
、
大
地
震
、

伝
染
病
の
流
行
な
ど
、
多
く
の
災
い
に
見
舞
わ
れ
た

時
代
で
し
た
。
そ
し
て
今
も
、新
た
な
感
染
症
に
よ
り
、

私
た
ち
は
大
き
な
困
難
を
抱
え
、
制
約
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
京
都
で
も
、
地
蔵
盆
や
地
域
の
お
祭
り

な
ど
、
い
つ
も
通
り
の
開
催
が
叶
わ
ず
、
御
苦
労
さ
れ

た
声
を
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。
姉
小
路
界
隈
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
「
行
灯

会
」
も
、
例
年
の
よ
う
な
演
奏
会
を
中
止
さ
れ
ま
し

た
。
人
々
が
集
ま
っ
て
、
顔
を
合
わ
せ
て
交
流
す
る
と

い
う
ご
く
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
営
み
の
大
切
さ

を
、
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

海
外
か
ら
の
観
光
客
が
姿
を
消
す
な
ど
、
ま
ち
の

景
色
も
一
変
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社

会
を
も
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
中
、

密
集
を
避
け
る
観
点
か
ら
、
歩
き
た
く
な
る
、
歩
い

て
楽
し
め
る
屋
外
空
間
づ
く
り
が
、
全
国
的
に
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。道
路
を
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て
、

地
域
の
人
だ
け
で
な
く
通
り
が
か
っ
た
人
と
大
き
な
掛

け
軸
を
つ
く
る
姉
小
路
の
「
京
ま
ち
な
か
を
歩
く
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
し
い
公
共
空
間
の
使
い
方
を
探
る

取
り
組
み
と
し
て
先
進
的
な
事
例
で
、
非
常
に
誇
ら

し
く
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
貴
会
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
地
域
の
集

ま
り
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
な
ど
、
こ
の
危
機
の

前
で
も
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、
工
夫
を
重
ね
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
お
姿
に
、
頭
の
下
が
る
思
い
を
致
し
て

お
り
ま
す
。

必
要
度
高
ま
る
、
生
き
た
景
観
づ
く
り

地
域
の
つ
な
が
り
を
築
い
て
い
く
に
は
、
姉
小
路
界

隈
の
よ
う
に
、
日
々
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
「
み
ん

な
ご
と
」
と
し
て
考
え
、
開
か
れ
た
場
に
お
け
る
対

話
を
続
け
て
い
く
努
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
加
え
て
、

こ
う
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
に
は
、
地
域
、
行
政
、
民
間
企
業
等
、
多
様

な
主
体
の
協
働
が
必
要
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
を
大
切
に
思
い
、
行
動
す
る
こ
と
で
、
地
域
は
そ
の

魅
力
を
一
層
増
し
ま
す
。
京
都
は
、
そ
ん
な
地
域
が

多
く
集
ま
る
都
市
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
人
と
人
、
人

と
地
域
と
の
絆
が
再
認
識
さ
れ
る
中
、
見
た
目
だ
け

の
景
観
で
は
な
く
、
地
域
固
有
の
自
然
や
歴
史
、
人
々

の
暮
ら
し
や
営
み
と
結
び
つ
い
た
「
生
き
た
景
観
」
づ

く
り
が
、
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。本

市
で
は
、
京
都
の
景
観
の
守
る
べ
き
骨
格
を
堅
持

し
な
が
ら
、
地
域
ご
と
の
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
「
新
景
観
政
策
の
更
な
る
進
化
」
を

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
地
域
の
集
ま
り
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
な
ど
、

危
機
の
前
で
も
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、
工
夫
を
重
ね
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
お
姿
に
、
頭
の
下
が
る
思
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
…

誇
ら
し
い
、
公
共
空
間
利
用
の
先
進
事
例

京
都
市
長  

門
川 

大
作

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の

皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
る

決
意
で
す
。
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
、
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
全
体
の
発
展
へ
の
寄
与
に
期
待

結
び
に
、「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」
が
今
後
も

ま
す
ま
す
活
発
に
活
動
を
続
け
ら
れ
、
地
域
の
発
展
、

京
都
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

新風館とエースホテルが完成し、未来への大きな一歩を踏み出した姉小路  ( 提供：隈研吾建築都市設計事務所 )
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姉
小
路
界
隈
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
意
見
交
換
会
終
了
物
件
一
覧
図         (

令
和
二
年
度)

2020 年 3 月 15 日
株式会社加藤重
姉小路通高倉東入る

2020 年 7 月 24 日
イタリアン「カルネオ」
柳馬場通三条上る

2020 年 7 月 2 日
イッセイミヤケ
富小路通姉小路下る

2020 年 8 月 1 日
コインパーキング ( 三井 )
麩屋町通姉小路下る

2020 年 3 月 6 日
アーバネックス擁壁改良工事
柳馬場三条上る

2020 年 12 月 18 日
京都やま岸 ( 食品の製造販売 )
麩屋町姉小路下る

2020 年 3 月 13 日
関電不動産開発株式会社
御幸町三条上る
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2020 年 2 月 12 日
美容室・カフェ ini 姉小路
姉小路通東洞院東入る

2020 年 4 月 17 日
コインパーキング ( テクハン株 )

姉小路通高倉東入る

2020 年 3 月 15 日
株式会社加藤重
姉小路通高倉東入る

2020 年 9 月 17 日
木村美容院
高倉通姉小路下る

2020 年 5 月 23 日
善田自家用駐車場
姉小路通東洞院西入る

2020 年 2 月 21 日
コインパーキング ( コンセプト)

姉小路通東洞院

2020 年 4 月 17 日
Rimm Sanjyo Takakura
高倉通姉小路下る

2020 年 11 月 25 日
黒崎税理士法人
堺町通姉小路下る

2020 年 5 月 15 日
テナントビル 3 ～ 4 階
堺町通姉小路下る
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平
成
七
年
三
月
に
突
然
に
開
始
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
工
事
を

契
機
に
、
平
成
七
年
十
月
に
「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」

を
発
足
し
ま
し
た
。

会
の
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
用
地
を
対

象
に
、「
地
域
共
生
の
土
地
利
用
検
討
会
」
に
取
組
み
、
お
そ

ら
く
全
国
で
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
言
え
る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
型
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
「
ア
ー
バ
ネ
ッ
ク
ス
三
条
」
を
誕
生

さ
せ
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
四
月
に
は
「
姉
小
路
界
隈
町
式
目(

平
成
版)

」

を
制
定
。
平
成
十
四
年
七
月
に
は
都
心
部
で
約
二
ha
に
も
お

よ
ぶ
建
築
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
一
月
に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
心
界
隈
ま
ち
づ
く

り
ネ
ッ
ト
」
を
設
立
し
、
活
動
範
囲
及
び
取
組
テ
ー
マ
を
さ
ら

に
広
げ
、
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
美
し
い
都
心
界
隈
づ
く
り
に
向
け
た
連
続
的

な
会
の
活
動
の
成
果
も
あ
り
、
平
成
十
五
年
四
月
に
京
都
市

は
「
職
住
共
存
地
区
で
の
新
し
い
建
築
ル
ー
ル
」
を
施
行
し
、

高
さ
等
の
ダ
ウ
ン
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
景

観
法
の
成
立
を
受
け
、
平
成
十
九
年
九
月
か
ら
、
新
京
都
市

会
の
取
り
組
み
・
活
動
の
歴
史
・
受
賞
歴

会
の
取
り
組
み (
令
和
三
年
一
月
三
一
日
現
在)

景
観
政
策
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
的
都
心
部
に
お
い
て
、

十
五
ｍ
の
建
築
物
の
高
さ
制
限
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
の

活
動
の
基
本
目
標
で
あ
る
『
五
階
以
下
の
中
低
層
の
街
な
み
方

針
』
が
法
的
に
も
達
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
に
は
京
都
府
下
で
初
め
て
の
「
街
な
み
環
境

整
備
事
業
」
に
よ
り
京
町
家
再
生
の
事
業
に
も
取
組
み
、
十

年
か
け
て
二
十
六
件
の
京
町
家
を
再
生
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
に
は
、
人
が
中
心
の
み
ち
づ
く
り
と
し
て
、

い
ず
れ
も
「
京
都
市
初
と
な
っ
た
路
側
帯
拡
幅
と
街
頭
の
電
球

色
」
へ
の
変
換
を
実
現
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
に
は
、
再

三
の
議
論
と
多
数
の
意
見
を
集
約
し
た
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

を
基
に
、
風
俗
店
等
進
の
進
出
を
防
止
す
る
「
姉
小
路
界
隈

地
区
地
区
計
画
」
が
都
市
計
画
審
議
会
で
可
決
さ
れ
、
同
時
に

「
京
都
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
も
採
択
さ
れ
「
継

続
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
担
保
」
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

四
年
三
月
に
は
京
都
市
条
例
に
基
づ
く
「
姉
小
路
界
隈
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
建
設
（
改
築
・
営
業
開
始
）

案
件
に
関
し
七
四
件
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
七
月
に
は
「
姉
小
路
界
わ
い
京
町
家
保
全
継
承
地

区
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
三
月
の
新
風
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
、
東
洋
で
初
の
エ
ー
ス
ホ
テ
ル
建
設
の
お
陰
で
、

こ
れ
か
ら
の
歩
み
・
ビ
ジ
ョ
ン

姉
小
路
通
で
の
電
線
地
中
化
の
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。
関

係
者
の
ご
尽
力
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
く
か
ら
の
「
町
式
目
」
に
み
ら
れ
る
自
主
的
な
ル
ー
ル

の
も
と
、以
下
に
掲
げ
る
三
つ
の
方
針
を
核
と
す
る
『「
暮
ら
し
」

と
「
な
り
わ
い
」
と
「
文
化
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
育
む
ま

ち
姉
小
路
界
隈
』
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
十
年
間
に
及
ぶ
街
な
み
環
境
整
備
事
業
や
建
築

協
定
の
取
組
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
風
情
あ
る
町
並
み
を
形
成

し
、
夜
は
静
か
で
落
ち
着
い
た
住
環
境
を
維
持
し
ま
す
。

二
つ
目
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
商
い
や
暮
ら
し
の
文
化
や

習
慣
な
ど
、
伝
統
を
守
っ
て
い
く
こ
と
。
文
人
墨
客
の
看
板
を

掲
げ
る
、
格
調
あ
る
日
本
屈
指
の
老
舗
な
ど
が
集
ま
る
姉
小

路
ブ
ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
店
舗
を
誘
導
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
ま
ち
へ
の
気
遣
い
と
配
慮
を
共
有
し
た
、
安
全

に
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
具
現
化
で
す
。
地
域
内

に
行
き
先
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
通
過
交
通
の
流
入
や
、
公
道
へ

の
私
物
放
置
、
立
看
板
設
置
な
ど
を
抑
制
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
安
心
し
て
歩
け
る
、
人
に
優
し
い
道
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
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姉小路界隈地区建築協定締結 (80 世帯 ( 法人 )87 区画。2017 年にも 2 件追加加入 )

街なみ環境整備事業開始、26 件の京町家再生事業を完成

警察許可のもと、「ゾーン 20km/h」の速度標識を姉菊屋町内 12 箇所に設置2017 年 3 月

1.「第 1 回景観・まちづくりコンクール」優秀賞 京都市・景観まちづくりセンター 1999 年
2.「関西まちづくり賞」 日本都市計画学会関西支部 2002 年
3.「まちづくり功労賞」 国土交通省 2004 年
4.「第 1 回地域住宅計画賞」 地域住宅計画推進協議会 2005 年
5.「日本まちづくり大賞」 日本都市計画家協会 2007 年
6.「歩くまち京都の実現へ大きく寄与」京都市 2011 年
7.「第 5 回地域再生大賞｣　地域再生大賞実行委員会（全国地方紙４４社と共同通信で構成）2015 年
8.「第 10 回国土交通大臣賞」　住宅生産振興財団　「住まいのまちなみコンクール」2015 年
9.  京都景観賞「第 1 回景観づくり活動部門」市長賞 2017 年 3 月

受賞歴

活動の歩み

地元住民、事業者、京都市景観まちづくりセンターの研究会で、「アーバネックス三条」基本計画策定。

( 日本都市計画学会 関西まちづくり賞 )

2011  年  2  月

2012  年  1  月

姉小路界わい地区地区計画の都市計画決定 ( 都市計画マスタープランに位置付け )

「京都を彩る建物や庭園」に姉小路界隈 31 件の選定を記念してマップを作製2017 年 3 月

文化庁協賛で「ようこそ姉小路界隈へ」を 6 箇国で web 案内・マップを簡易宿所配布2017 年 4 月

姉小路まちづくり通信百号完成（地域、もえぎ幼稚園、御池中学 1700 部配布掲示）2018 年 8 月
姉小路界わい京町家保全継承地区の指定（京都市域で 11 番目・改修助成制度）2019 年 7 月

地域景観づくり協議会事務局を 2015 年 3 月 31 日に開設。以来、現在まで 88 件の意見交換会開催。2021 年 1 月

「歩いて暮らせるまちづくり」協賛開始、京都造形大「まちづくり模型」展示

新風館リニューアルとエースホテル建設により、姉小路通電線地中化が一部スタート。2020 年 2 月
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(

案)(

平
成
29
年
度)

一般会計 (会費収入 )

特別会計 (上記以外の収入と事業 )

姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
決
算
報
告

姉小路界隈を考える会決算報告 (令和２年度 )

2020.2.1 ～ 2021.1.31

2020.2.1 ～ 2021.1.31
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姉小路界隈を考える会事業報告 (令和 2年度 )

姉小路界隈を考える会事業計画 (令和 3年度 ) 

姉小路界隈を考える会予算 ( 令和 3年度 )  
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年
の
活
動
ア
ル
バ
ム

2020

2020 年 2 月 21 日  第 87 回月例会議 2020 年 2 月 2 日 エースホテル前電柱撤去工事始まる

2020 年 2 月 25 日 関電不動産開発株式会社御一行案内2020 年 3 月 13 日  第 88 回月例会議とブルマン博士送別会

2020 年 3 月 27 日 小亀亮太君京都大学卒業論文完成2020 年 4 月 8 日  姉小路堺町西入コインパーク意見交換会

2020 年 6 月 2 日  善田コインパーキング完成2020 年 6 月 11 日  新風館リニューアルとエースホテル誕生
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2020 年 7 月 14 日  姉小路俳句 32 句英訳 (NY で販売開始 ) 2020 年 7 月 2 日  イッセイミヤケ意見交換会

2020 年 7 月 24 日 姉小路界隈防犯カメラ画像の 1 コマ 2020 年 7 月 23 日  イタリアン「カルネオ」意見交換会

2020 年 7 月 22 日 御池中学ブラスバンド部マーチング 2020 年 8 月 21 日  第 93 回月例会議 ( 公開抽選会兼ねる )

2020 年 9 月 17 日 第 92 回月例会議 2020 年 9 月 17 日  木村美容室意見交換会
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2020 年 10 月 16 日  第 95 回月例会議 2020 年 9 月 18 日 飯田弁護士会議と壬生地域支援活動

2020 年 11 月 7 日  柳池中学校美術部描画の行灯点灯 2020 年 11 月 1 日 杉崎先生ズームで講義

2020 年 11 月 7 日 姉小路通で書染め会和田大諷氏の書染 2020 年 11 月 7 日 まちなか歩く日立命館大本間先生一行

2020 年 11 月 8 日 燃料電池自動車借用井山宅で展示 2020 年 11 月 8 日 まちづくり見学ツアー
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2020 年 11 月 8 日  緊急電源供給実験  コスモシティ御池 富小路 2020 年 11 月 8 日  姉小路 25 年のまちなみ展開催と中京区長

2020 年 11 月 9 日  京町家探検ツアー  京芸大藤本先生一行 2020 年 11 月 8 日  災害停電時の緊急電源供給実験 柊家旅館

2020 年 11 月 28 日 鳩居堂リニューアルオープン 2020 年 11 月 20 日  第 96 回月例会議

2020 年 12 月 26 日  簡易宿所 Rinn 三条高倉建物完成 2020 年 12 月 17 日  エアコン檜枠 4 基完成  藤本福信宅
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京
の
街
角  

姉
小
路
界
隈
ヨ
リ

─ 支援 ─

京都市都市計画局
まち再生・創造推進室

姉
小
路
ま
ち
づ
く
り
通
信

編集・発行
京都市中京区
姉小路界隈を考える会
NPO法人 都心界隈まちづくりネット

令
和
三
年
二
月 

・ 

第
百
二
号

「
お
ば
ん
ざ
い
手
帖
」の
実
践
を
通
し
て 

│ 

」と
い
う
修
士

論
文
を
完
成
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
姉
小
路
界
隈
の
主

婦
五
名
様
と
、同
志
社
女
子
大
の
麻
生
先
生
に
、御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

地
域
景
観
づ
く
り
協
議
会
制
度
の「
意
見
交
換
会
」と
は

同
志
社
大
学
大
学

院
総
合
政
策
科
学
研

究
科
博
士
課
程(

前
期)

の
松
元
美
抄
さ
ん
は
、

「
く
ら
し
と
な
り
わ
い

と
文
化
が
調
和
し
た

ま
ち
づ
く
り 

│ 

姉
小

路
界
隈
を
考
え
る
会
の

会
長 : 

市
古
和
弘

「
住
民
相
互
の
決
ま
り
事
を
定
め
、地
域
秩

序
を
自
治
的
に
運
営
し
て
い
た
」と
い
う
戦

国
期
以
来
の
式
目
が
、井
山
家
に
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。先
人
た
ち
の
知
恵
に
学
び
、こ
の

ま
ち
の
理
念
と
し
て「
姉
小
路
界
隈
町
式
目

(

平
成
版)

」を
継
承
し
、平
成
十
二
年
に
皆
で

認
め
ま
し
た
。二
十
五
年
前
の
運
動
開
始
以

来
、井
山
様
は
当
会
が
主
催
す
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
多
く
に
ご
参
加
下
さ
り
、建
築
協

定
や
地
区
計
画
、街
な
み
環
境
整
備
事
業
と

地
域
景
観
づ
く
り
協
議
会
等
の
制
度
・
運
用

に
つ
い
て
も
、前
向
き
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

井
山
吉
良
氏
と
共
に
歩
ん
だ
こ
の
四
半
世
紀

月
例
会
議
開
催
が
間
も
な
く
百
回

平
成
二
十
四
年
十
二
月
に
開
始
以
来
、ほ
ぼ
休

会
す
る
こ
と
な
く
、こ
の
三
月
に
は
百
回
目
と
な
り

ま
す
。地
域
景
観
づ
く
り
協
議
会
意
見
交
換
会
の
報

告
や
、当
会
の
活
動
予
定
や
結
果
に
つ
い
て
、ご
審
議

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
ま
で
の
十
年
間
、
街
な

み
環
境
整
備
事
業
を
継
続
し
、
二
十
六
件

の
外
観
美
装
化
を
行
い
、
同
時
に
エ
ア
コ
ン

室
外
機
周
囲
も
木
製
枠
に
統
一
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
た
に
エ
ア
コ
ン
を
増
設
さ
れ
な

が
ら
、
木
製
枠
が
未
設
置
だ
っ
た
御
宅
に
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
協
力
の
ご
意
向
を
お
示

し
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
腐
食
に
強
い
と

さ
れ
る
檜
製
を
一
括
発
注
し
、
令
和
三
年
の

新
年
の
お
飾
り
に
加
え
ま
し
た
。

姉
小
路
界
隈
地
区
が
京
都
市
か
ら
認
定
を

受
け
た
平
成
二
七
年
三
月
以
来
、
八
十
八

件
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
建
物

を
新
築
・
改
築
す
る
場
合
や
、
新
た
に
営
業

を
開
始
す
る
場
合
に
、
意
見
交
換
会
の
開
催

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に

は
、
地
元
と
事
業
者(

場
合
に
よ
り
建
築
主)

が
、「
事
前
に
意
見
交
換
で
き
る
」
と
い
う
、

最
大
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
意
見
交
換
会
を

通
じ
て
、「
事
業
者
の
情
報
を
知
り
、
同
時

に
地
元
の
思
い
や
要
求
を
伝
え
ら
れ
る
」
の

20201218.意見交換会（麩屋町南白山町やま岸）

で
す
。
意
見

交
換
会
開

催
は
町
内

会
長
を
通

じ
て
ご
案
内

い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
そ

の
節
に
は
、

ご
町
内
関

係
者
の
皆
様

の
、
前
向
き

な
ご
参
加
が

い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

 

格
子
枠
に
よ
る
美
装
宅
増
加

エ
ア
コ
ン

室
外
機

エアコン室外機を格子枠で美装化完了

かっての部下、近隣マンション住民と談笑される井山氏 (燃料電池自動車みらいを背に）

当
会
役
員
だ
け

で
な
く
、京
都
市
職

員
に
も
毎
回
参
加

を
求
め
、行
政
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
も
得

ら
れ
ま
す
。毎
月
第

三
金
曜
日
の
十
九

時
、中
京
酒
販
売

組
合
で
開
催
し
て

い
る
、ど
な
た
様
に

も
公
開
で
き
る
、気

楽
な
会
合
で
す
。

2020年9月17日の会合 (コロナ禍のため、十分な換気に配慮)

し
た
。四
半
世
紀
に
継
続
し
た
井
山
氏
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
ご
功
績
に
つ
い
て
、

現
在
、小
冊
子
を
制
作
中
で
す
。ご
関
心
あ
る

方
は
、事
務
局
へ
お
申
し
出
下
さ
い
ま
せ
。

ご
協
力
の
お
陰
で
、
姉
小
路
通
と
富
小

路
通
に
面
す
る
和
風
建
築
の
ほ
ぼ
す
べ
て

に
、
落
ち
着
き
あ
る
景
観
整
備
を
実
現
で
き

ま
し
た
。
麻
生
宅
・
谷
口
宅
・
藤
本
宅
・

森
口
宅
の
ご
協
力
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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25 年間の成果を示しています。
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ス
ク
ラ
ッ
プ



姉小路界隈を考える会第40号 京 の 街 角  姉 小 路 界 隈 ヨ リ

17

姉小路界隈を考える会 報告書      第四十号
2021 年 3 月 31 日発行

発行者  姉小路界隈を考える会 事務局
     代表  市古 和弘
連絡先住所 京都市中京区姉小路通富小路東入る
   市古和弘 内
   電話 075-221-1332 FAX075-211-6618
   http://www.aneyakouji.jp
編集者  片山 滋  加藤陽一 菊岡光廣
  谷口親平 中井英貴 中田喜三
  中塚博己 西村勝  福井啓之
  松元美沙 三嶌太郎 森口裕之
  山口るり子 山本亮太 吉田孝洋
       ( 五十音順 )

不許複製   無断転載を禁じます。  ©2021 姉小路界隈を考える会 All rights reserved.



姉小路界隈を考える会


